
 

○事業名 

劇団福祉座公演 

 

○実施団体名 

劇団福祉座 

 

○事業の目的 

地域に根差し地域に息づく人々を人情時代劇仕立てで描き、人を思いやる福祉の心を伝える

とともに、お芝居を通して故郷を見直し愛着心を高めることを目的とする。 

 

○事業の概略（いつ、どこで、誰のために、何を どのように行ったか簡潔に） 

平成 29 年 7 月 17日、北名古屋市文化勤労会館大ホールで、安政 8 年（1779）にこの

地方に甚大な被害をもたらした安政の大洪水で被災した岩倉街道筋の人々が、災害を乗り越

え力強く生き抜く姿を描いた作品「新川洗堰に金魚の紙風船は散った」を上演。 

○事業の効果・成果（事業をやってよかったこと） 

劇の内容は大変濃かった。みんな一生けん命されてて気持ちよかった（60 歳代女性）・大

昔から災害に苦しめられる人々の多いのにびっくりした（80 歳代女性）・初めて見させて

いただきました。とても感動しました（60 歳代男性）・笑いあり涙ありのいいお芝居でし

た（70歳代男性）といった評価をいただいたこと。 

○事業を実施しての問題点（事業をやってうまくいかなかったこと） 

公演に際しての課題は多いが、キャスト・スタッフで協議し解決を図ってきている。 

 

○事業の課題・今後の展望（改善すべきこと、これからやりたいこと） 

これまで、オムニバスのお芝居の上演、他市のむら芝居劇団との競演、他市のむら芝居劇団

から客演、西枇杷島署の協力を得て、オレオレ詐欺、窃盗被害の防止キャンペーンを取り入

れるなど、オンリーワンの芝居づくりをしてきており、今後も、過去と現在を行き来する 

涙と笑いとちょっぴりためになる、福祉座ならではのお芝居づくりをすすめたい。 

○審査員評価 

ファンがいて、おひねりがあるのは良い。 

○アドバイス・期待する点 

カンパ協力箱を設置するとよいと思います。 

資金力向上に関しては努力を続けていただきたい。 

 


